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１．ごあいさつ 
 

私どもが拠点として活動している三沢市は、本州の北端である青森県の東南部に位置し、

東は太平洋に臨み、西は小川原湖を隔て、東西１１ｋｍ、南北２５ｋｍ長く細く伸び、面積

１１９．９７ｋｍ２を有する。２００６年度にラムサール条約に指定された仏沼を保有し、

とても豊かな自然に囲まれた地域です。 

 その自然の中で、先人の方、そして、私たちは、生活のため暮らしから切り離すことので

きない各種の産業を栄えさせる努力をしてまいりました。そのおかげで私たちの生活は、あ

る一定水準の生活をさせていただいております。しかし、少しずつ少しずつ、徐々に徐々に、

その瞬間で気付かない生活の中で、私たちが生きていくためになくてはならないこの地球環

境が狂い始めております。一つを例に挙げれば地球温暖化は私たち北国の人にすればとても

感じやすい「暖冬」の冬で感じ取ることが出来るのではないでしょうか。 

しかし、私たちは、次世代の子供たちのためにこのすばらしい自然を残し、この町に生

まれ育ってよかったと思ってもらえる町づくりのお手伝いを、私どもの業をとおして、皆

様と産業物との環境の輪（ループ）を創造し、地球環境改善のお役に立てる企業を目指し

努力してまいります。 

私どもは新星のごとく２００６年に誕生いたしました。しかし、仕事における内容は種

目も豊富で、作業における経験者がそろい日々作業に取り組んでおります。廃棄物や解体

などでお手伝いできることがございましたら、ご連絡賜りますようお願い申し上げ、ごあ

いさつとさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

取締役  田嶋さきの 

 

 

 



 

２．環境方針 
 

<環境理念> 

 私ども有限会社ループは、自然豊かな三沢市を活動拠点に、廃棄物の収集運搬および処分業を通じて、

三沢市民の生活および青森県内の産業のお手伝いをさせて頂いてまいりました。そのような中で私たち

は一定水準の生活をさせて頂いておりますが、私たちが生きていくためになくてはならないこの地球環

境が少しずつ狂い始めていると感じております。私たちは、次世代の子供たちのためにこのすばらしい

自然を残し、この町に生まれ育ってよかったと思ってもらえる町づくりのお手伝いを、私どもの業をと

おして、人類と産業物との環境の輪（ループ）を創造し、地球環境改善のお役に立てる企業を目指し努力

してまいります。 

 

 私たちは環境経営方針を次のように定め、環境経営の継続的改善と適用される環境関連法規などを遵

守します。 

 

1．環境関連法規制等を遵守し、廃棄物の適正処理に努めます。     

1．事業活動において使用する電力や燃料等の省エネルギーの推進で二酸化炭素の排出削減に努めます。 

1．事業所や処理施設での省資源、省エネルギー、節水を推進します。  

1．収集運搬車両のエコドライブを実践し、省エネと排ガスの抑制に努めます。 

1．受託した産業廃棄物の再資源化に取り組み、リサイクル率の向上に努めます。 

1．解体現場等における騒音、振動、粉じん等の低減化、産業廃棄物の抑制に努めます。 

1．事業活動において使用する車輌、物品、事務用品、資材等の購入、及び設備機器・技術の導入に当っ

ては、省エネ商品や環境配慮型物品への移行や環境保全機器・技術の導入等につき積極的に検討します。 

1．受託した産業廃棄物の収集・運搬・処分に当たり、作業内容等、環境配慮に努めます。 

1．ゴミの発生抑制、リサイクルの推進に向け、排出事業者への情報提供や分別の指導等を積極的に行い

ます。 

制定日︓令和２年 7 月 1 日 

 

取締役  田嶋 さきの 

 



 

３．会社概要 
 

１．名称及び代表者名 

有限会社 ループ    

取締役 田嶋さきの 

 

２．組織（所在地） 

本社/業務グループ資源課︓〒033-0022 青森県三沢市大字三沢字上屋敷 163-63 

戸崎営業所/業務グループ︓〒033-0022 青森県三沢市大字三沢字戸崎 101-394 

六戸営業所/建設グループ︓〒033-0071 青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字下久保 235-2 

 

３．環境管理責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者 ︓事業部部長 神 紀彦 

担当者  ︓事業部部長 神 紀彦 

連絡先  ︓電話 0176-55-5622 ＦＡＸ0176-50-7889 

 

４．事業活動の内容 

◇ 産業廃棄物の収集運搬及び処理業 

◇ 特別管理産業廃棄物の収集運搬及び処理業 

◇ 一般廃棄物の収集運搬及び処理業 

◇ 家屋・鉄骨・建物の解体工事 

◇ 土木工事業 

◇ 製紙・製鉄・非鉄金属・原料回収 

◇ 古物商 

◇ 自動車積載物及び家畜等の計量請負業 

◇ 廃ガラス再資源化スーパーソル製造業 

◇ 建設資材の販売 

◇ 前各号に付帯する業務 

 



 

５．事業規模 

◇ 法人設立年月日 平成 18 年 1 月 

 

◇ 資本金 95 百万円 

 

◇ 年間売上高   14 億 6830 万円（2021.06 期） 

15 億 4789 万円（2022.06 期） 

16 億 0923 万円（2023.06 期） 

 

◇ 従業員数 99 人(2023.06 現在) 床面積 11,307.45 ㎡ 

本社・上屋敷営業所 ︓36 名、 延床面積 7,736.11 ㎡ 

戸崎営業所        ︓28 名、 延床面積 2,988.63 ㎡ 

六戸営業所        ︓30 名、 延床面積   582.71 ㎡ 

 

６．登録組織・活動 

(1)登録組織の名称 ︓有限会社 ループ 

(2)対象事業所 ︓認証・登録証の通り 

(3)対象外の事業所 ︓なし 

(4)対象事業活動 ︓認証・登録証の通り 

 

７．環境活動レポートの対象期間 

令和 4 年 7 月から令和 5 年 6 月まで 

 

 



 

EA21実施体制図

環境経営システム 役割・責任・権限表

① 環境経営に関する統括責任
② 環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
③ 環境管理責任者を任命
④ 代表者として、全体の評価と見直しを実施
⑤ 経営における課題とチャンスを整理し明確にする。
① 環境経営システムの構築、実施、管理
② 環境活動の取組結果を代表者へ報告
③ 環境活動レポートの作成、公開（事務局および各事業所への送付）
④ 全従業員に対する周知・教育・訓練等の実施
⑤
① 環境管理責任者の補佐
② EA21推進委員会の事務局
③ 各部門の実施状況や部門責任者からの報告の取り纏め
④ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口
① 担当部門について環境経営システムを実施し、維持する

・ 省資源、省エネ、節水等の環境負荷低減施策の実施
・ 各部門の従業員に対する指導・教育・訓練等の実施

② 担当部門の実施状況を環境管理責任者へ報告
③ 担当部門における環境負荷低減施策の企画・立案
① 環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

② 環境への高い意識とモラルを以て、職場・作業時の環境配慮に努める

③ 担当部門における環境負荷低減施策の実行

④ 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
⑤

取締役会長 取締役社長 取締役専務
小坂 良治 田嶋 さきの 小坂 仁志

代表者

環境管理責任者
神 紀彦 環境事務局

藤田 悦子

本社/業務G/資源課 業務G/戸崎営業所 建設G/六戸営業所
課長 坂本誠 所長 大髙学 所長 淨法寺大作

役割・責任・権限

建設G/工事課
課長 松林幸司

田嶋さきの

環境管理責任者

神 紀彦

環境事務局

藤田 悦子

全従業員

部門責任者

坂本 誠
大髙 学
淨法寺大作
松林幸司



 

４．環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況/評価結果・問題点の是正処置及び予防処置の結果 

目標事項 単位
令和7年度
2025年度

目標

令和6年度
2024年度

目標

令和5年度
2023年度

目標

令和4年度
2022年度

目標

令和3年度
2021年度

目標

令和2年度
2020年度

目標

令和元年度
2019年度

実績
手段 責任者 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 計 手段 責任者

経営目標値
経営目標実績値 2,783 2,795 3,028 2,262 2,558 2,311 2,954 3,241 2,276 2,618 2,221 1,533 2,509
経営計画実施評価 △ △ △ ○ △ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○

原因･是正･予
防措置の結果

基準年実績 279,296 211,205 219,591 224,601 232,676 214,532 239,994 253,353 261,050 268,120 247,387 219,083 2,870,890

今年度実績 322,814 257,184 293,762 248,780 291,591 293,510 259,919 269,031 289,081 259,219 237,656 248,315 3,270,862

経営目標値
経営目標実績値 84.3% 82.7% 82.1% 81.9% 82.5% 82.7% 83.7% 83.8% 83.4% 83.7% 84.4% 84.5% 84.5%
経営計画実施評価 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

原因･是正･予
防措置の結果

経営目標値
経営目標実績値 1.03 1.35 1.18 1.15 1.00 1.10 1.15 0.00 0.66 0.60 0.89 0.69 0.90
経営計画実施評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原因･是正･予
防措置の結果

経営目標値
経営目標実績値 1 1 1 1 1 1 1 0 2 1 1 1 12
経営計画実施評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

原因･是正･予
防措置の結果

経営目標値
経営目標実績値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 11
経営計画実施評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

原因･是正･予
防措置の結果

経営計画実施評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原因･是正･予
防措置の結果

教育・訓練予定 A A A・ B A A A A A A・ B A A A
坂本 教育・訓練結果 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 坂本
大髙 教育・訓練結果 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 大髙

淨法寺 教育・訓練結果 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 淨法寺
松林 教育・訓練結果 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 松林

取組内容 責任者 7月 10月 1月 4月
坂本 取組状況 ○ ○ ○ ○
大髙 取組状況 ○ ○ ○ ○

淨法寺 取組状況 ○ ○ ○ ○
松林 取組状況 ○ ○ ○ ○

実施評価 ○取組ができた △努力が必要 ×取り組んでいない

2,447 2,473 2,499

92.8 91.0 88.4

1.44 1.46 1.47

坂本
大髙

淨法寺
松林

化学物質についての把握と最小限
の使用がされたと思う。引き続き
対応したい。

・新規購入化学物質の
全件調査

坂本
大髙

淨法寺
松林

坂本
大髙

淨法寺
松林

・環境事故につながる
可能性がある事象又は
気づきの報告に対してﾘ
ｽｸｱｾｽﾒﾝﾄを実施する。

坂本
大髙

淨法寺
松林

化学物質についての把握と最小限
の使用がされたと思う。引き続き
対応したい。

次年度経営計画

・運搬車両、機械及び
設備等の省ｴﾈ運転
・ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰによる
ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ推進
・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの徹
底

坂本
大髙

淨法寺
松林

・最終処分量の削減
・焼却効率の向上 坂本

大髙
淨法寺
松林

100.7%

-

・環境事故及び当事
者・第三者への騒音振
動粉じんによる苦痛に
対応したﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄを
実施する。

坂本
大髙

淨法寺
松林

基準年より増加したのが電力、軽油、A
重油、LPGだがｶﾞｿﾘﾝ、灯油は減少し二
酸化炭素排出量が昨年度より減少

基準年より増加したのが電力、軽油、A
重油、LPGだがｶﾞｿﾘﾝ、灯油は減少し二
酸化炭素排出量が昨年度より減少

165.7%

A:年2回の訓練・教育
B:社内規定､危険性や有害性への
対応､安全衛生計画の教育(不明
部分や提案を意見書でもって毎
月確認)※雇入れ時、配置替え時
も

中間処理に
よる減容
化・再資源
化率の向上

％ 87.5 86.7

910件

環境負荷に
配慮したﾘｽｸ
ｱｾｽﾒﾝﾄの実
施件数の向
上
（産廃）

120%
10

目標はやや未達である。他の再生
を模索したい。

使用量が基準年の60％と売上当たりの使用量が減少。全社共に減少。 全社共に減少。 全社共に減少。

化学物質についての把握と最小限
の使用がされたと思う。引き続き
対応したい。

化学物質についての把握と最小限
の使用がされたと思う。引き続き
対応したい。

・節水啓蒙活動
・雨水･井水の積極的使
用

A:年2回の訓練・教育
B:社内規定､危険性や有害性への
対応､安全衛生計画の教育(不明
部分や提案を意見書でもって毎
月確認)※雇入れ時、配置替え時
も

全従業員を対象とした教育・訓練

環境負荷に
配慮したﾘｽｸ
ｱｾｽﾒﾝﾄの実
施件数の向
上
（建設）

件

環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果
環境関連法規は遵守されていました。
引き続き定期的に見直し必要に応じ追加と改正をします。
環境関連法規などの違反，訴訟はありませんでした。

2,603

・軽油削減の為、建設
機械と自動車を通信で
管理し、速度、ｱｲﾄﾞﾘﾝ
ｸﾞ率等を発表し燃料を
消費しやすい行為を抑
制する。

坂本
大髙

淨法寺
松林

85.0

・最終処分量の削減
・焼却効率の向上 坂本

大髙
淨法寺
松林

達成
状況

2,525

96.6%

経営計画

基準年より減少したのがｶﾞｿﾘﾝ、灯油だが増加した電力、軽油、A
重油、LPGのうちA重油や解体工事が昨年度より増加。

目標はやや未達である。ｶﾞﾗｽを除いたｶﾞﾗｽ陶磁器くずの再
生を模索したい。

経営目標

2,525 2,551 2,577
基準年より増加したのが電力、軽油、A
重油、LPGだがｶﾞｿﾘﾝ、灯油は減少し二
酸化炭素排出量が昨年度より減少

目標はやや未達である。他の再生
を模索したい。

目標はやや未達である。他の再生
を模索したい。

・環境事故及び当事
者・第三者への騒音振
動粉じんによる苦情に
対応したﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄを
実施する。

坂本
大髙

淨法寺
松林

・遵守状況と追加及
び改正の確認

環境関連法規などの遵守状況

売上当たり
の水道水使
用量の削減

ｍ3/
百万円

1.49 1.50 1.52

項目

・環境事故につながる
可能性がある事象又は
気づきの報告に対してﾘ
ｽｸｱｾｽﾒﾝﾄを実施する。

-

10 9 8

8

PRTR制度対象化学物質の把握100％

・新規に購入する液体に関し
て事前に環境管理責任者に
SDSを提出し承認を得る。

13 12 11

13 12 11

令和4年度(2022年度) 確認・評価

87.5

4月に苦情があったが迅速な対応をした。ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄをして
引き続き対応したい。実施件数は12件だった。引き続き実
施したい。

4月に苦情があったが迅速な対応をした。実施件数は11件
だった。引き続き実施したい。

110%

1.49

10

環境についての苦情や事故はな
かった。引き続き対応したい。

環境についての苦情や事故はな
かった。引き続き対応したい。

環境についての苦情や事故はな
かった。引き続き対応したい。

環境についての苦情や事故はな
かった。引き続き対応したい。

環境についての苦情や事故はな
かった。引き続き対応したい。

環境についての苦情や事故はな
かった。引き続き対応したい。

85.8

坂本
大髙

淨法寺
松林

1.53

・節水啓蒙活動
・雨水･井水の積極的使
用

kg-CO2/
百万円

売上当たり
の二酸化炭
素排出量削

減

kg-CO2

坂本
大髙

淨法寺
松林



 

５．代表者による全体の評価と見直し・指示 
環境経営方針について

評価 環境システム等の見直し

経営方針については引き続き取り組みが必要なものもある。 見直しは行わない

環境経営目標・環境経営計画について

評価 環境システム等の見直し

［売上当たりの二酸化炭素排出量削減］
基準年より減少したのがｶﾞｿﾘﾝ、灯油だが増加した電力、軽油、A重油、LPGのうちA重
油や解体工事が昨年度より増加。原単位では目標クリアした。

見直しは行わない

［中間処理による減容化・再資源化率の向上］
目標はやや未達であるが。経営計画にｶﾞﾗｽ以外のｶﾞﾗｽ陶磁器くずの再生ができるか模索
したい。

見直しは行わない

［売上当たりの水道水使用量の削減］
基準年の58.8％と売上当たりの使用量が減少。また引き続き雨水井水の活用をするこ
と。

見直しは行わない

［PRTR制度対象化学物質の把握100％］
化学物質についての把握と最小限の使用がされたと思う。引き続き経営計画のとおり、
把握と最小限の使用にとどめるよう努力すること。

見直しは行わない

［排出ガス対策型建設機械の使用］
全てにおいて排ガス対策型建設機械が使用された。建設機械更新の際は排ガス対策に対
応している機種を選定すること。

見直しは行わない

実施体制について

評価 環境システム等の見直し

これまで通り、一貫した把握がされている。 見直しは行わない

 上記のとおり指示します。令和5年8月22日 代表者︓取締役 田嶋さきの



 

６．産業廃棄物処理業の許可内容  



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



  



 

７．産業廃棄物処理の工程 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

廃棄物（分別済み） 

計量（種類毎） 

仕分／分別 

リサイクル(売却） 

顧客 最終処分場 

切断・破砕等※ 焼却※ 

廃棄物（無分別） 

収集・運搬 

計量 

収集・運搬 

焼却ごみ 

（紙くず、繊維くず、 

動植物性残さ、等） 

資源・再生可能ごみ 

（ガラス・陶磁器くず、 

がれき類、金属くず、等） 

再生残渣・焼却灰 

戸

崎

営

業

所

・

六

戸

営

業

所 



 

８．廃棄物の処理実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ） 中間処理
廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量

汚泥 焼却 t 224.00
廃油 焼却 t 43.00
廃プラスチック類 破砕・焼却 t 4,371.00
金属くず 切断 t 2,226.00
ｶﾞﾗｽくず､ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 破砕 t 2,383.00
がれき類 破砕 t 21,392.00
紙くず 破砕・焼却 t 341.00
木くず 破砕 t 7,977.00
繊維くず 破砕・焼却 t 201.00
動植物性残さ 焼却 t 148.00
感染性産業廃棄物 焼却 t 73.00
混合廃棄物 焼却 t 1,451.00
一般廃棄物 焼却 t 2,866.00
金属くず 切断 t 2,226.00
がれき類 破砕 t 21,392.00
木くず 破砕 t 7,977.00

t
t 31,595.00
t 43,696.00合計

中間処理

う
ち

再
資
源
化
等

小計



 

 

 

 

 

（ⅱ） 中間処理
廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量・処分量

資源ごみ（     ）
資源ごみ（     ）
その他︓米軍基地 ｔ 2,866.00
その他︓

t 2,866.00

中間処理

可燃ごみ
不燃ごみ

う
ち

再
資
源
化
等

小計
合計

中間処理後の
最終処分

合計

単位
ｔ
ｔ

金属 353
再生資源の種類 回収・収集等運搬量

古紙 2,334
廃棄製品
その他︓
その他︓


